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言語表現は社会によって規定され共有されるものであるため、感情は個々人の内面的な心の動きであるにとどまらず、特定の社会制度により形作られるものであり、さらにはそうした制度を支えるものにもなるからである。
 『歴史の中の感情』の魅力のひとつは、この言葉と感情
の間にある強いつながりが、いかに人間の「感じ方」 、つまり認識や思考や生き方
（や死に方）
を根底から規定して
きたかを、ひとつひと 具体的に解き明かしてくれている点にある。近代のヨーロッパ 主な対象にしてい 本書だが、そこで取 上げられて る感情にまつわる社会制度やメディアの多くは、現代の日本にも息づくものである。それはサークルや部活、同じ学校に所属する学生といった帰属意識を伴うコミュニティであったり、主人公 感情移入しながら読み進める小説や物語
（やドラマや映画）
であった
りする。仲間と時間を忘れて語 合ったり、ハラハラしがら頁を進めたりする中で、人はそれと意識しな ままに少しずつ、感情のしつけを受けてい という である。つまり、人とは何をどのようなときにどう感じるべきで それをどのように表現するべきか、という感情の持ちよ は、膨大な例に触れることではじめて内在化さ るもの り、社会にはそうした感情教育のための が数多く用意されているという である。
　
このように書いてしまうと、楽しみに取って置いたドラ
マや小説が少し色あせるかもしれない。サークルやゼミのノリ
（と表裏一体の同調圧力）
を絡みつく糸のように感じる
ようになるかもしれない。実はそう感じた人にこそ、本書を手に取りその先に見える風景まで見てほしい。過去の時代の感情を歴史化することで、今の世界を見る目までをも変えてしまうところに、感情の歴史学の醍醐味はあるのだから。
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著者のウーテ・フレーフェルト氏が来日し、東京の研究
会で講演をしたとき、私は質疑応答の時間に「言葉により表現されていない感情は存在すると思いますか？」と質問したことがある。喜怒哀楽や退屈、切なさや感謝、優越感や愛しさなど、日々の暮らしの中で使われる感情の言語表現は数多い。歴史学者があつかう史料の大半が、言葉で書かれたテクストである以上、言語表現を伴う感情もまた歴史研究の射程に入ることは否め だろう。それでは そうした言葉、つまり識別のためのラベルがまだ付けられていない感情を捕捉する手法は のだろうか。いわく言いがたい心の動きというものは、日常の生活 中でもそう珍しくはない。 うし 感情は、研究者の手から取りこぼされてしまうのだろうか というふと思いついた疑問か 出た問いだった。
 この質問をしたとき、私の脳裏にあったのはＬＩＮＥ
のスタンプだった。スタンプは、ただ可愛かったり面白かったりするから使うこともあるが、対面での会話なら語調や声音、表情で伝わるはずの気持ちを代わりにあらわしてくれるものでもある。そしてそうしたささやかなニュアンスは、無理に言葉に変換しよ としても台無しになるだけのことが多い。つまり、そこには表現はされても言語化はされていない感情があるのではないだろうか。　
フレーフェルト氏の答えは、多少のニュアンスのちがい
があるかもしれないが、 「 で表現されていない感情は存在しないと考える」という だった。彼女のよ に明快に、感情は言語により構築されるとする見解 異論もあるだろう。しかし、感情を言語表現と 関係性の中で構築されたものと て研究するアプローチは 感 を研究対象とする様々な分野において重要 ものであり たとえば本書のような感情 歴史学的研究の出発点ともなってい
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